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三鷹市立第二中学校 （ 理 ）科 授業改善推進プラン（分析）

東京都教育委員会「児童・生徒の学力向上を図るための調査結果」
三鷹市教育委員会の学習定着度調査の分析

１ 東京都教育委員会の実施した「児童・生徒の学力向上を図るための調査結果」の分析

内容別結果の分析 観点別結果の分析 内容・観点のクロス分析

「第１分野」では、都及び三鷹市 各観点では、都の平均正答率を上 両分野の「科学的思考」では、都
の平均正答率を上回っているが、 回っているが、「科学的思考」で 及び三鷹市の平均正答率を下回っ
「第２分野」では都及び三鷹市の は、三鷹市の平均正答率を下回っ ている問題がある。「第１分野」
平均正答率を下回っている。 ている。 では、他の観点では都及び三鷹市

の平均正答率を上回っているが、
「第２分野」の「知識・理解」で
は、都及び三鷹市の平均正答率を
下回っている問題がある。

観点別平均正答率

９５．０％関心・意欲・態度

６３．４％科学的な思考

６６．２％技能・表現

７２．５％知識・理解

２ 三鷹市教育委員会の学習定着度調査の分析

データからみた特徴 分 析 内 容

全 全体の正答率は、期待正答率及び三鷹市の正答 全体の正答率は、期待正答率及び三鷹市の正答
体 率よりわずかに上回っている。 率を上回っているものの、「生物と１年間のよ
正 うす」・「もののかさ」・「電流と電磁石」の
答 「科学的な思考」に関する部分での正答率が、
率 期待正答率と同程度もしくは下回っている問題

がほとんどである。特に、「電流と電磁石」の
内 「生物と１年間のようす」・「もののかさ」の 電磁石の強さに関しては、期待正答率を大きく
容 正答率では、期待正答率及び三鷹市の正答率を 下回り、学習が定着していない。また、「もの
別 下回っている。「電流と電磁石」・「ものの燃 のとけ方」のメスシリンダーへの作図の問題に
正 え方と空気」の正答率では期待正答率は下回っ おいても、期待正答率を大きく下回り、「観察
答 ているが、三鷹市の正答率をわずかに上回って ・実験の技能・表現」を伸び悩ましている一因
率 いる。 である。

観 「興味・関心・意欲」の正答率は、期待正答率
点 及び三鷹市の正答率を、「科学的な思考」では
別 三鷹市の正答率を下回っているが、「技能・表
正 現」・「知識・理解」では期待正答率及び三鷹
答 市の正答率を上回っている。
率

達 期 期待正答率に達しない生徒が７７名おり、全体 約３割弱の「努力を要する」の生徒の基礎・基
し 待 の４２．５％に及んでいるが、正答率５０％以 本の定着を図るために、補充的な学習に力を入
な 正 下の生徒は１０名にとどまっている。 れるとともに、「興味・関心」を高め、基礎・
い 答 基本の確実な定着を図る普段の授業の工夫が必
生 率 要である。
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３ 指導方法の課題分析と具体的な授業改善策及び補充指導等の計画

指導方法の課題分析 具体的な授業改善策 補充・発展指導計画

○集中して一斉に話を聞き、 ○話を聞くとき、ノートをとるとき、 ○（ ）に記入するタイプの
第 作業に移る事が出来ない 実験をする時など、分けて行う。 プリント学習（双六）を使用

して基礎の定着をはかる。
１ ○実際のものに触れたり、自 ○実験の課題を易しいものにし、結果

然体験が不足している の出やすいものにして、自信をつけ ○課題プリントを発展学習まで
学 させる。 のものを用意して、できたら

次へ進む形で生徒一人一人に
年 ○思考・判断の力の向上が全 ○できる限りの実際のものを用意する 応じて発展的な学習を取り入

体的に十分に図れない。 ことと、視聴覚教材を利用して自然 れる。
体験の不足を補う。

○知識の定着や基本事項の理 ○記入式の理科プリントの記入指導を ○理科ﾌﾟﾘﾝﾄの回収点検と評価
第 解が不十分であり、分野に 充実させていく。知識の丸暗記では を毎回行い、不十分なものに

よる差も生じてしまってい なく自然現象の概念を育てていき、 は個別に指導を試みる。
２ る。 その中で知識を活用できるようにす

る。
学 ○実験の技能・表現も確実な ○実験のワークシートを工夫し、実験 ○ノートの点検を単元ごとに行

知識として身につけていな の目的や結果、考察などの記入指導 い、不十分な生徒の個別指導
年 い部分がある。 をＴＴを活用して徹底して行ってい を行うとともに、発展的な調

く。 べ学習を奨励し評価する。
○科学的な思考の力ももう一 ○課題を工夫し、学習した内容を常に
歩高めていきたい。 身近な自然現象へ応用するよう十分 ○選択授業では発展的な課題を

に思考させていく。 与え学習内容の深化を図る。

○思考・判断の力の向上が全 ○実験等をくり返して行う時間を確保 ○補充的な学習として、質問教
第 体的に十分に図れない。 し、考える時間、それをまとめ・発 室（補習）の実施や選択教科

表する時間を多く確保する。 の中で、生徒個々の復習の指
３ ○実験の技能は身に付いてき 導に当たる。

ているが、実験の中で科学 ○ＴＴを活用し、生徒一人一人の実験
学 的に現象をとらえることが に対してアドバイスを丁寧に行う。 ○発展的な学習として、課題解

できない生徒が多い。 決学習を取り入れ、生徒個々
年 ○レポート等を通して、生徒が何をど が課題を持って実験・観察に
○実験の結果などを的確に表 のように表現するのが正しいのかを 取り組み、科学的な思考の育
現できない生徒が多い。 アドバイスする。 成に取り組む。


